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垂直磁気ヘッドの再生効率の検討
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　兼者らは主磁極励磁形の単磁極形垂直磁気ヘッド1，を用いて500kFRPIを越える　　　…脳厩膜

離鷺灘麟箆芸誕籐籠壽灘欝鵬鞭塞震　　二贋蝋ホ　1
改善する必要がある。本報告では、垂直ヘッドの構造と再生効率の関係にっいて　　　　　　　　　　　鋤磁桁邸

舩黙灘より調べた撒を述べる．　　　　　　　§1
2糊査を図1に示す。ω臓磁極励磁骸（、）はバルク　　鴎1購
形の主磁極励磁形ヘッドn、（c）はスパイラル状の再生巻線をもっ薄膜型の主磁　　　ω1働磁極励磁形　（』職磁構励磁形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単分のみ衰示｝　　　（半分のみ寝示，極励磁形ヘッド、（d）は補助磁極部を主磁極膜の両側に配置した薄膜型の主磁極

励磁型ヘッドである。　トラック幅方向の長さは無限大とし、二次元のモデルとし

て解析した。磁性材はすべて線形的に動作するものと仮定した。解析モデルとし

ては再生時を想定して、媒体のCo－Cr層内の主磁極膜に対向した部分に垂直方向

に磁化した永久磁石要素を設け、これによる磁束線の分布を計算した。なおここ

では、媒体内の磁石要素から流出する全磁束線（50本とした）に対する、再生巻

線に鎖交した磁束線の剖合（百分率）を“ヘッドの再生効率”と定義した。

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（c）薄膜形　　　　㈹陶置覧形
　図2は、主磁極先端付近の磁束線の分布図である。図2（b）の主磁極励磁形垂直　図1．各種の垂直ヘツド　｛懸は補助磁極部）

ヘッドの場合の再生効率は15毘で、これは補助磁極形垂直ヘッド（図1（a））の場

合の2僑以上の値である。このような再生効率の向上は実際にも確認している1，。

しかしこのヘヅドの場合でも、主磁極膜部分の磁気抵抗が大きいために、主磁極

鵬牒讃留灘謙朧じ奪課鰹膿雲磐瀧§1
弩欝篇錨劣鷺に欝讐欝窓襲幕舗筋塁蓋驚畿主哩
合にはこの条件が満たされ、図1（c）のヘッドでは46鑑の再生効率が得られている。　　　　　　　　　　　　層媒休

それでもなお図2ωのように、媒体の磁化から潮した蘇の約5・驚は補助磁極　　　ω蛸鰍膨

できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）薄膜形
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図中の数値の単位はμ面
主磁概膜の厚みT20．4μ聞、ヘツド・媒体間スペーシング最d：0・02μ臥
Co－Cr層厚みδて。．c，：0．1μm、軟磁性裏打ち層の厚みδ肌：0・5μ鵬

比透磁率；　μ鯛p・5000，　μ向。，p・1000，　μ肌・1000．

　　　　　μCo－Cr⊥：10，　μCo－Cr〃：1

　　　（c）締窮！形

図2．磁束線図
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